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2024 年度 日本協同組合学会 会員総会 

次 第 
2024年 6月 8日（土）16：00～16：45 

東京大学本郷キャンパス 情報学環・福武ホール 地下２階 福武ラーニングシアター 

：Zoomとのハイブリッド開催    

 

 

1．開会 

 

2．議長選出 

 

3．議事 

 第 1号議案 2023年度事業報告（案）について 

 第 2号議案 2023度年度収支決算（案）について 

   監査報告について 

 第 3号議案 2024年度事業計画（案）について 

 第 4号議案 2024年度収支予算（案）について 

 

 日本協同組合学会表彰規程の改正について 

 

4．報告 

 

5．閉会 
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第 1号議案 日本協同組合学会 2023年度事業報告（案） 
（2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日） 

 

1．各種会議の開催について 

（1）会員総会 

1）2023 年 6 月 3 日 生協生活文化会館４階会議室 web ハイブリッド開催 

議案 2022 年度事業報告・収支決算、2023 年度事業計画・収支予算 

2）2023 年 9 月 9 日 臨時総会 明治大学駿河台キャンパス 9 階 1093 教室 

          web ハイブリッド開催    

議案 第 22 期（2023．9～2 年間）役員の選出について 

 

（2）理事会 

1）第 21 期 第 4 回 2023 年 6 月 2 日 生協生活文化会館４階会議室 

 web ハイブリッド開催 

    議案 1）2022 年度事業報告・収支決算、2023 年度事業計画・収支予算、 

2）学生会員の 2022 年度会費免除措置、3）学会誌賞の選考 

 

 2）第 21 期 第 5 回 2023 年 9 月 8 日 明治大学駿河台キャンパス 

web ハイブリッド開催 

議案 1）臨時総会での提案事項について、2）役員選出の提案について  

3）日本協同組合学会賞表彰規程細則の変更について 

3）第 22 期 第 1 回 2023 年 9 月 9 日 明治大学駿河台キャンパス 

議案  第 22 期（2023．9～2 年間）会長、副会長等の選任について 

 

（3）常任理事会 

1) 第 21 期 第 9 回 2023 年 5 月 22 日（月） web 開催 

2) 第 21 期 第 10 回 2023 年 7 月 24 日（月） web 開催 

3) 第 22 期  第 1 回 2023 年 10 月 27 日（金） 明治大学会議室および web 開催 

4) 第 22 期 第 2 回 2024 年 1 月 27 日（土） 関西大学東京センターおよび web 開催 

5) 第 22 期 第 3 回 2023 年 3 月 23 日（土） 関西大学東京センターおよび web 開催 

 

2．大会・研究会等の開催について 

（1）研究大会の開催と企画準備 

1) 第 41 回研究大会（春季） 

2023 年 6 月 3 日（土）10：00～16：30 生協生活文化会館４階会議室（web ハイブ

リッド開催） 

◎シンポジウム「協同組合のアイデンティティ」への論点、「東海から発信する新し

い市民社会への途」 
 

2) 第 43 回大会（秋季） 

2023 年 9 月 8 日（金）～10 日（日）明治大学・駿河台キャンパス 9 階 

第 1 日目：9 月 8 日（金） 

特別シンポジウム（日本協同組合連携機構共催） 

「日本の協同組合の実践からアイデンティティの議論を深める」 

第 2 日目：9 月 9 日（土） 
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 大会シンポジウム「共益と同時に公益を求める協同組合像－「経済的目的」と

「社会的目的」」の実現に向けて－ 

第 3 日目：9 月 10 日（日） 

個別論題報告・テーマセッション 

 

3) 第 42 回研究大会（春季）と第 44 回大会（秋季）の企画準備 

◎ 第 42 回研究大会（春季） 

2024年6月8日(土)に、東京大学本郷キャンパス情報学環・福武ホールにおいて、

東京大学消費生活協同組合、生協総合研究所、農林中金総合研究所、東京大学大学

院農学生命研究科、全国大学生活協同組合連合会を後援として、特別講演「食料・

農業・農村基本法改正と食料安全保障の新展開」、東大生協活動報告「大学生協に

おける地産地消と食農教育の取組」、シンポジウム「食料主権と地域農業振興に果

たす協同組合の役割」を開催予定 

 

◎ 第 44 回大会（秋季） 

2024 年 10 月 25 日（金）～27 日（日）に、沖縄国際大学他において「沖縄の共

同・協同・協働のいまを語る」（仮）を開催予定 

 

（2）部会活動（主な活動） 

1) ジェンダーと協同組合研究部会※2024 年 4 月より女性と協同組合研究部会をジェン

ダーと協同組合研究部会に改称 

① 開催日：2023 年 11 月 20 日（月）19：00～20：30（オンライン開催） 

内容  :「生協におけるジェンダー平等を考える」 

講師  : 中村 由香氏（生協総合研究所 研究員） 

② 開催日：2024 年 1 月 15 日（月）19：00〜20：30（オンライン開催） 

内容 ：「貧困と女性、二重の制約は克服できるか−インド協同組合酪農の取り

組みから考える」 

講師 ：秋吉 恵氏（立命館大学 共通教育推進機構 教授） 

③ 開催日：2024 年 3 月 26 日（火）19：00〜20：30（オンライン開催） 

内容 ：「日本の外国人受け入れの変遷/日本社会に暮らす移民女性の現状〜支

援の事例から〜」 

講師 ：神田 すみれ氏（地域と協同の研究センター研究員） 

 

2) 協同組合とグローバリゼーション部会： 

① 開催日：2023 年 4 月 3 日（JCA 会議室、web 開催併用）   

内容 ：「協同組合の SDGｓへの取り組み状況と課題」（阿高あやＪＣＡ主任研

究員より報告） 

② 開催日：2023 年 8 月 28 日(web 開催) 

内容 ：「たねと食とひと＠フォーラム」の活動概要と調査結果報告 

  ③ 開催日：2023 年 9 月 8 日（web 開催） 

    内容 ：「情報持ち寄りカフェ・グロバリゼーションと協同組合」 

 

3) 協同組合教育研究部会 

① 開催日：2024 年 2 月 22 日(web 開催)  

内容：社会的連帯経済をめぐる日西のこれまでとこれから 

 日本滞在から見えてきたこと（サルバドル・ペレス氏より報告） 
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4) 経済学経営学研究部会 

① 開催日：2023 年 4 月 7 日（web 開催及び生活文化会館） 

  打合せ：日本協同組合学会春季研究大会（第二部）の準備 

② 開催日：2023 年 4 月 23 日（web 開催及び生活文化会館） 

  打合せ：学会内容の検討 

③ 開催日：2023 年 6 月 25 日（web 開催及び生活文化会館） 

  内容：通算第 25 回 日本協同組合学会第 41 回春季研究大会の振り返り 

④ 開催日：2023 年 8 月 20 日（web 開催及び生活文化会館） 

  内容：通算第 26 回「工業生産における循環経済の取り組みと使用者との関係〜

包装資材の再生産可能材料の使用とリサイクルでの可能性」 

⑤ 開催日：2023 年 10 月 22 日（web 開催及び生活文化会館） 

  内容：通算第 27 回「経済学の見直しと協同組合への示唆（報告スライド）」、

「ICA は「協同組合アイデンティティ」の何を議論しているのか」 

⑥ 開催日：12 月 17 日（web 開催及び生活文化会館） 

内容：第 28 回研究会「ポスト・ケインズ型福祉国家におけるサードセクターの

存在意義」 

⑦ 開催日：2024 年 2 月 18 日（web 開催及び生活文化会館） 

内容：第 29 回研究会「ポスト実証主義の会計学」 

 

3．学会誌「協同組合研究」の編集・刊行について 

（1）「協同組合研究」の刊行 

1) 第 43 巻第 1 号（通巻 112 号）2023 年 6 月 15 日刊行 

特集：日本協同組合学会 第 42 回大会 

2) 第 43 巻第 2 号（通巻 113 号）2023 年 12 月 15 日刊行 

特集：日本協同組合学会 第 41 回春季大会 

（2）編集委員会の開催 

    2023 年 4 月 21 日（金） （第 21 期第 6 回） web 開催 

 2023 年 5 月 19 日（金） （第 21 期第 7 回） web 開催 

 2023 年 8 月 21 日（月） （第 21 期第 8 回） web 開催 

 2023 年 11 月 20 日（月） （第 21 期第 9 回） web 開催 

    2024 年 3 月 27 日（水） （第 22 期第 1 回） web 開催 

 

4．国際交流について 

（1）中国社会科学院農村発展研究所との交流 

   第 43 回秋季研究大会へのビデオメッセージを依頼し、大会シンポジウム後、魏     

所長からの動画を投影した。 

 

（2）韓国協同組合学会との交流 

 第 43 回秋季研究大会での金会長によるシンポジウム特別講演・学会役員による 特別

報告の実施を調整した。韓国協同組合学会から金会長はじめ7名の参加があり、懇親会等

で交流を深めた。 
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5．2023年度学会賞・学会誌奨励賞について 

〇 学術賞   ： 対象なし 

〇 奨励賞   ： 対象なし 

〇 実践賞   ： JA 高知県（旧 JA 土佐れいほく）管内『JA 高知県女性部れいほく地

区 目的別グループ「牛のうどん屋さん」』 

○  学会誌賞  ： 対象なし 

〇 学会誌奨励賞： 対象なし 

 

6．組織・広報・総務について 

（1）会員の状況（2024 年 3 月 31 日現在） 

 普通会員 375 人（前年度 376 人）（うち生涯会員 13 人） 

 学生会員 32 人（前年度 34 人） 

 賛助会員 47 団体（前年度 47 団体） 

 合計   454 会員（前年度 457 会員） 

 

（2）広報活動 

1）ニュースレターの発行 

① Vol.35 No.1（通巻 96 号）2023 年 4 月 15 日発行 

第 41 回春季研究大会案内号 

② Vol.35 No.2（通巻 97 号）2023 年 6 月 15 日発行 

2023 年度総会報告号 

③ Vol.35 No.3（通巻 98 号）2023 年 8 月 15 日発行 

研究大会案内号 

④ Vol.35 No.4（通巻 99 号）2023 年 12 月 15 日発行 

研究大会報告号 

 

2）ホームページの更新 

随時更新し、会員への情報提供等をはかった。 

 

3）会員メーリングリストによる情報発信 

 

（3）総務事項 

   1）事務局 

一般社団法人日本協同組合連携機構（JCA）に学会事務を委託した。学会事務の円滑

な運営のため、業務委託契約を３年更新に改定するとともに業務委託費の改定（増

額）を実施した。 

2）学生への会費免除措置 

新型コロナウイルス問題による経済的困窮から会費の支払いが困難となった学生会員

に対して、自己申告による 2022 年度の会費免除を募ったが、免除希望はなかった。 

3）能登半島地震に際して 

2024 年 2 月に常任理事会より、「2024 年元旦に発生した令和 6 年能登半島地震」への

見舞文をホームページに公表するとともに、被災した会員への学会費免除を案内した。 

4）デジタル化 

会員情報管理システムを、マーカーネットの提供する学会バンクシステムに移管し、

各会員宛にクレジットカードでの会費支払を要請している。また、同システムにおい
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て、コンビニ払い、銀行払いなどの手続きの拡大が図られておりこれを会員宛の周知

に努めた。 

学会誌のデジタル化に関しては、外部業者（企業組合ワーカーズ・コレクティブ企

画編集のもの）に委託し、継続的に学会誌のデジタル化および J-Stage への公開を進め

た。 
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第 2 号議案  日本協同組合学会  貸借対照表（案） 

2024 年 3 月 31 日現在 

日本協同組合学会 
一般会計 （単位：円） 

科 目 当年度 前年度 増 減 

Ⅰ 資産の部    

１．流動資産    

現金預金 8,724,510 8,869,809 △ 145,299 

普通預金 8,724,510 8,869,809 △ 145,299 

ゆうちょ銀行 823,087 367,307 455,780 

農林中央金庫 4,891,987 3,690,489 1,201,498 

三井住友銀行 3,009,436 4,812,013 △ 1,802,577 
前払費用 0 65,010 △ 65,010 

流動資産合計 8,724,510 8,934,819 △ 210,309 

資産合計 8,724,510 8,934,819 △ 210,309 

Ⅱ 負債の部 

 
12,000 

 
12,000 

 
0 

１．流動負債 

前受会費 

流動負債合計 12,000 12,000 0 

負債合計 12,000 12,000 0 

Ⅲ 正味財産の部 

 
730,000 

 
730,000 

 
0 

１．指定正味財産 

伊東学会誌賞基金 

指定正味財産合計 730,000 730,000 0 

２．一般正味財産 7,982,510 8,192,819 △ 210,309 

正味財産合計 8,712,510 8,922,819 △ 210,309 

負債及び正味財産合計 8,724,510 8,934,819 △ 210,309 

 
（注１）会計基準は、公益法人会計基準に準拠しています。 

（注２）前受会費 普通会員2名 
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日本協同組合学会 

日本協同組合学会  正味財産増減計算書（案） 

2023年 4月 1 日から 2024 年 3月 31 日まで 

一般会計 （単位：円） 
科 目 当年度 前年度 増 減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部    

１．経常増減の部    

(1) 経常収益    

受取会費 3,436,000 3,398,000 38,000 

普通会員 1,572,000 1,692,000 △ 120,000 

学生会員 54,000 69,000 △ 15,000 
賛助会員 1,450,000 1,460,000 △ 10,000 

過年度分 360,000 177,000 183,000 

事業収益 719,210 234,865 484,345 

春季大会関係収入 199,900 22,000 177,900 
参加費収入 35,000 22,000 13,000 

交流会費収入 164,900 0 164,900 

秋季大会関係収入 331,500 0 331,500 

参加費収入 174,500 0 174,500 
交流会費収入 157,000 0 157,000 

機関誌収入 187,810 212,865 △ 25,055 

雑収益 135,915 67,271 68,644 
基金戻入 0 40,000 △ 40,000 

経常収益計 4,291,125 3,740,136 550,989 

(2) 経常費用    

事業活動費 2,872,990 2,669,951 203,039 

春季大会関係費 571,520 231,948 339,572 
会場費・運営費 265,050 230,668 34,382 

資料印刷費 12,500 0 12,500 

旅費・交通費 53,180 1,280 51,900 

交流会費 240,790 0 240,790 
秋季大会関係費 862,375 22,847 839,528 

会場費・運営費 351,908 22,847 329,061 

資料印刷費 6,409 0 6,409 

旅費・交通費 71,948 0 71,948 
交流会費 432,110 0 432,110 

研究会関係費 0 14,400 △ 14,400 

機関誌発行費 1,322,057 2,354,340 △ 1,032,283 

機関誌印刷費 531,703 585,772 △ 54,069 
機関誌発送費 69,986 77,748 △ 7,762 

機関誌編集費 720,368 1,690,820 △ 970,452 

学会賞 30,000 0 30,000 

学会誌賞 0 46,416 △ 46,416 
国際交流費 87,038 0 87,038 

事務局費 1,078,444 896,148 182,296 

資料印刷費 468,347 344,839 123,508 

通信費 209,046 342,578 △ 133,532 
旅費・交通費 95,540 1,006 94,534 

雑費 305,511 207,725 97,786 

業務委託費 550,000 550,000 0 
システム管理費 0 110,000 △ 110,000 

経常費用計 4,501,434 4,226,099 275,335 

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 210,309 △ 485,963 275,654 

評価損益等計 0 0 0 
当期経常増減額 △ 210,309 △ 485,963 275,654 

２．経常外増減の部    
(1) 経常外収益 

経常外収益計 0 0 0 
(2) 経常外費用    

経常外費用計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 210,309 △ 485,963 275,654 
一般正味財産期首残高 8,192,819 8,678,782 △ 485,963 

一般正味財産期末残高 7,982,510 8,192,819 △ 210,309 

Ⅱ 指定正味財産増減の部 
0 △ 40,000 40,000 一般正味財産への振替額 

当期指定正味財産増減額 0 △ 40,000 40,000 
指定正味財産期首残高 730,000 770,000 △ 40,000 

指定正味財産期末残高 730,000 730,000 0 

Ⅲ 正味財産期末残高 8,712,510 8,922,819 △ 210,309 
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日本協同組合学会 

【参考】日本協同組合学会  収支計算書（案） 

2023年 4月 1日から 2024年 3月 31日まで 

一般会計 （単位：円） 
科 目 予算額 決算額 進捗率 備考 

Ⅰ 事業活動収支の部     

１．事業活動収入     
会費収入 3,999,000 3,436,000 86%  

普通会員 1,956,000 1,572,000 80% 終身会員13名 
学生会員 93,000 54,000 58%  
賛助会員 1,450,000 1,450,000 100% 47団体 
過年度分 500,000 360,000 72%  

事業収入 1,295,000 719,210 56%  
春季大会関係収入 435,000 199,900 46% 第41回春季研究大会（地域と協同の研究センター） 

参加費収入 180,000 35,000 19%  
交流会費収入 255,000 164,900 65%  

秋季大会関係収入 660,000 331,500 50% 第43回大会（明治大学） 
参加費収入 180,000 174,500 97%  
交流会費収入 480,000 157,000 33%  

機関誌収入 200,000 187,810 94% 機関誌購読料 
雑収入 139,000 134,524 97% 預金利息 年会費決裁手数料分 
基金戻入 50,000 0 0%  
事業活動収入計 5,483,000 4,289,734   

２．事業活動支出     
事業活動費 5,080,658 2,872,990 57%  

春季大会関係費 745,358 571,520 77% 第41回春季研究大会（地域と協同の研究センター） 
会場費・運営費 289,290 265,050 92% 報告者・コメンテーター謝金、会場使用料等 
資料印刷費 100,000 12,500 13%  
旅費・交通費 176,068 53,180 30% 報告者・コメンテーター交通費 
交流会費 180,000 240,790 134% 料理代・エクスカーションバス代等 

秋季大会関係費 1,862,300 862,375 46% 第43回大会（明治大学） 
会場費・運営費 552,300 351,908 64% 会場使用料・コメンテーター謝金・アルバイト料等 
資料印刷費 150,000 6,409 4% 実践賞表彰状 
旅費・交通費 200,000 71,948 36% コメンテーター交通費 
交流会費 960,000 432,110 45% 懇親会会場使用料・お料理代 

研究会関係費 120,000 0 0%  
機関誌発行費 2,073,000 1,322,057 64%  

機関誌印刷費 900,000 531,703 59% 第43巻第1号 第43巻第2号 
機関誌発送費 100,000 69,986 70% 第43巻第1号 第43巻第2号 
機関誌編集費 1,073,000 720,368 67% 第43巻第1号 第43巻第2号 

学会賞 125,000 30,000 24% 実践賞副賞 
学会誌賞 55,000 0 0%  
国際交流費 100,000 87,038 87% 韓国協同組合手土産・昼食会・韓国訪問時通訳分旅費 

事務局費 1,057,000 1,077,053 102%  
資料印刷費 345,000 468,347 136% ニュースレター・限定会員情報・封筒印刷費 
通信費 343,000 209,046 61% 会費請求・ニュースレター等発送費 
会議費 20,000 0 0%  
旅費・交通費 10,000 95,540 955% 監事監査交通費・常任理事会交通費 
雑費 339,000 304,120 90% ZOOM利用料・振込手数料・決済手数料・消耗品費等 

業務委託費 550,000 550,000 100% JCA 
予備費 10,000 0 0%  
事業活動支出計 6,697,658 4,500,043   
事業活動収支差額 △ 1,214,658 △ 210,309   

Ⅱ 投資活動収支の部     
１．投資活動収入 

投資活動収入計 0 0   
２．投資活動支出     

投資活動支出計 0 0   
投資活動収支差額 0 0   

Ⅲ 財務活動収支の部     
１．財務活動収入 

財務活動収入計 0 0   
２．財務活動支出 

50,000 0 
  

その他の財務活動支出 
財務活動支出計 50,000 0   
財務活動収支差額 △ 50,000 0   

Ⅳ 予備費支出 0 ----------------   
当期収支差額 △ 1,264,658 △ 210,309   
前期繰越収支差額 0 8,922,819   
次期繰越収支差額 △ 1,264,658 8,712,510   
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監 査 報 告 書 

 

 

私は日本協同組合学会の 2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日までの 2023年

度貸借対照表および正味財産増減計算書ならびに収支計算書について監査を行っ

た。 

監査の結果、上記の計算書類は、日本協同組合学会の 2024 年 3 月 31 日現在の

経理状況を正しく示しているものと認める。 

 

 

 

2024 年５月８日 

 

 

 

 

 

 

 

監 事  北 川 太 一  

 

 

 

 

監   事  藤 井 晶 啓  
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第 3号議案 日本協同組合学会 2024年度事業計画（案） 
（2024 年 4 月 1 日~2025 年 3 月 31 日） 

 

1．機関会議の開催予定について 

（1） 総会：通常総会（決算・予算等）を 2024 年 6 月 8 日に東京大学本郷キャンパ

ス 情報学環・福武ホール 地下２階 福武ラーニングシアターにおいて開催する

（（実開催とリモート開催のハイブリッドを予定）。 

（2） 理事会：第 22 期第 2 回（総会提出議案等）を 2024 年 6 月 7 日に関西大学東京

センターにおいて開催する（実開催とリモート開催のハイブリッドを予定）。ま

た、第 22 期第 3 回を 2024 年 10 月 25 日に沖縄那覇市内貸会議室で開催する。 

（3） 常任理事会：概ね 2 か月に 1 度の頻度で開催する。 

 

2．大会・研究会、および部会活動について 

（1） 第 42 回研究大会(春季) を東京大学本郷キャンパス情報学環・福武ホールにお

いて 2024 年 6 月 8 日（土）に開催する。また、第 44 回大会（秋季）を沖縄国際

大学他において 2024年 10月 25日～27日に予定する。なお、10月 25日において

は、IYC2025 大学寄付講座等拡大に向けたシンポジウムを日本協同組合連携機構

（JCA）と共催する。 

（2） 新協同組合理論研究会を継続し実施する。 

（3） 部会活動 

1) 協同組合とグローバリゼーション部会 

2) ジェンダーと協同組合研究部会 

3) 協同組合教育研究部会 

4) 経済学経営学研究部会 

（4） 2025 年 3 月開催の日韓協同組合フォーラムに共催団体として協力する。 

（5） 2025年 10月開催の ICA-AP協同組合研究フォーラムの共催団体としてその準

備に協力する。 

 

3．学会誌「協同組合研究」の編集・刊行について 

（1）「協同組合研究」の刊行 

1) 第 44 巻第 1 号（通巻 114 号）2024 年 6 月 15 日刊行予定 

第 43 回秋季大会シンポジウム、投稿論文、書評ほか 

2) 第 44 巻第 2 号（通巻 115 号）2024 年 12 月 15 日刊行予定 

      第 42 回春季大会シンポジウム、投稿論文、書評ほか 

（2）編集委員会 

役割分担をはかるなかで円滑な編集業務に努める。 

（3）刊行済学会誌の PDF化および学会ホームページ、J-Stageへの格納・公表を進め

る。なお、デジタル化作業については、外部業者（企業組合ワーカーズ・コレ

クティブ企画編集のもの）へ発注する。 

 

4．国際交流について 

韓国協同組合学会、中国社会科学院農村発展研究所との交流を継続する。 
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5．学会賞について 

1) 2024 年度学会賞の審査、選定、表彰を行う。 

2) 2025 年度学会賞に向けた募集を行う。 

 

6．組織・広報について 

（1）広報活動 

1) ニュースレターの発行 

2) ホームページの随時更新 

3) 会員メーリングリストによる情報発信 

4) 会員情報の提供 

 

（2）組織活動 

会員の新規加入促進の継続、会費の円滑な納入に向けて対応を進める。 

 

（3）事務局および会員管理の外部委託 

JCA（一般社団法人 日本協同組合連携機構）に事務委託を継続し、円滑な運

営に努める。 

また、外部の無料ツールを採用し（株式会社マーカーネット（学会バンク）

のサービス利用契約による。）、会員管理の効率化を図る。 
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第４号議案 日本協同組合学会 2024年度収支予算書（案） 
2024年 4月 1日から 2025年 3月 31日まで 

科 目 2023予算額 決算額 
2024予

算（案） 
備考 

Ⅰ 事業活動収支の部         

１．事業活動収入         

会費収入 3,999,000 3,436,000 3,516,000   

普通会員 1,956,000 1,572,000 1,572,000 2023年度実績と同額と仮定 

学生会員 93,000 54,000 54,000 同上 

賛助会員 1,450,000 1,450,000 1,530,000 
47団体（JCA賛助会費を 20,000円

→100,000円に増額） 

過年度分 500,000 360,000 360,000 2023年度実績と同額と仮定 

事業収入 1,295,000 719,210 1,600,000   

春季大会関係収入 435,000 199,900 450,000 第 41回春季研究大会（東京大学） 

参加費収入＿ 180,000 35,000 120,000   

交流会費収入 255,000 164,900 330,000   

秋季大会関係収入 660,000 331,500 950,000 第 44回大会（沖縄） 

参加費収入＿ 180,000 174,500 400,000   

交流会費収入 480,000 157,000 550,000   

機関誌収入 200,000 187,810 200,000 機関誌購読料（前年予算と同額） 

雑収入 139,000 134,524 363,000 

預金利息 年会費学会バンク決裁手

数料受入分（前年予算同額）+沖縄

国際大学大会補助金 100,000円+東

京大学研究会助成 124,000円 

基金戻入 50,000 0 0 対象がないため未計上 

事業活動収入計 5,483,000 4,289,734 5,479,000   

２．事業活動支出         

事業活動費 5,080,658 2,872,990 3,664,220   

春季大会関係費   745,358 571,520 774,000 第 41回春季研究大会（東京大学） 

会場費・運営費 289,290 265,050 225,000 
報告者・コメンテーター謝金、会

場使用料等 

資料印刷費   100,000 12,500 15,000   

旅費・交通費  176,068 53,180 50,000 報告者・コメンテーター交通費 

交流会費    180,000 240,790 484,000 交流会費負担 

秋季大会関係費   1,862,300 862,375 1,420,220 第 45回大会（沖縄） 

会場費・運営費 552,300 351,908 724,700 
会場使用料・コメンテーター謝

金・アルバイト料等 
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資料印刷費   150,000 6,409 21,500 実践賞表彰状 6500円を含む 

旅費・交通費  200,000 71,948 74,020 報告者・コメンテーター交通費 

交流会費    960,000 432,110 600,000 懇親会会場使用料・お料理代 

研究会関係費 120,000 0 100,000 
各部会（グローバル、女性、教

育、経済、新理論）×20,000円 

機関誌発行費 2,073,000 1,322,057 1,340,000   

機関誌印刷費  900,000 531,703 540,000 
第 44巻第 1号 第 44巻第 2号（前

年実績を参考に予算減額） 

機関誌発送費  100,000 69,986 70,000 
第 44巻第 1号 第 44巻第 2号（前

年実績を参考に予算減額） 

機関誌編集費  1,073,000 720,368 730,000 
第 44巻第 1号 第 44巻第 2号（前

年実績を参考に予算減額） 

学会賞 125,000 30,000 30,000 
副賞（前年同額で実践賞のみ見込

む） 

学会誌賞 55,000 0 0 対象なし 

国際交流費 100,000 87,038 0 海外視察への負担につき要検討 

事務局費 1,057,000 1,077,053 757,822   

資料印刷費 345,000 468,347 34,320 

ニュースレター印刷費・限定会員

情報印刷の電子化による資料印刷

費相当を 2024/2実績より控除△

357,027円、前年度の JCA委託その

他経費を控除△77,000円 

通信費 343,000 209,046 83,402 

ニュースレター郵送費・限定会員

情報郵送費の削減分を 2024/2実績

より控除 △125,644円 

会議費 20,000 0 0 実績がないため 0とした 

旅費・交通

費 
10,000 95,540 300,000 

常任理事会 5回/年の交通費および

監事監査交通費を予算化（30万円

＝5万円×6回） 

雑費 339,000 304,120 340,100 

ZOOM利用料・振込手数料・学会バ

ンク決済手数料・消耗品費等+学会

バンクメール手数料 1,100円 

業務委託費 550,000 550,000 1,023,275 

JCAとの業務委託契約による委託料

増額（550,000円→1,023,275円

（930,250円+消費税 93,025円））

を計上 

予備費 10,000 0 0 実績がないため 0とした 

事業活動支出計 6,697,658 4,500,043 5,445,317   

事業活動収支差額 △ 1,214,658 △ 210,309 33,683   

Ⅱ 投資活動収支の部 
        

１．投資活動収入 

投資活動収入計 0 0 0   

２．投資活動支出         
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投資活動支出計 0 0 0   

投資活動収支差額 0 0 0   

Ⅲ 財務活動収支の部 
        

１．財務活動収入 

財務活動収入計 0 0 0   

２．財務活動支出  

50,000 

 

0 

 

0 
学会賞の伊藤基金払い出し見込み

なし その他の財務活動支出 

財務活動支出計 50,000 0 0   

財務活動収支差額 △ 50,000 0 0   

Ⅳ 予備費支出         

当期収支差額 △ 1,264,658 △ 210,309 33,683   

前期繰越収支差額 0 8,922,819 8,712,510   

次期繰越収支差額 △ 1,264,658 8,712,510 8,746,193   
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日本協同組合学会賞表彰規程の改正について 
 

改正の趣旨 

日本協同組合学会賞表彰規程 第 2 条 2 では、賞の種類ごとの受賞件数について規

定されているが、「学会誌奨励賞」について明示漏れがあったため改正を行う。 

 

改正案 

【新】 

受賞件数は、毎年、原則として、「学術賞」は 1 件、「奨励賞」、「学会

誌賞」、「学会誌奨励賞」及び「実践賞」は 3 件以内とする。 

 

【旧】 

受賞件数は、毎年、原則として、「学術賞」は 1 件、「奨励賞」、「学会

誌賞」及び「実践賞」は 3 件以内とする。 

 

 

 

 

 


